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会  議  録 

  

会議の名称 令和 3年度第 1回総合教育会議  

開催日時 令和 4年 1月 26日（水）～2月 3日（木） 書面開催 

出 

席 

者 

市長 木津雅晟市長 

教育委員 

（出席人数：5人） 

有田るみ子教育長、小川詠二教育長職務代理者、椎貝明子教育委

員、森野一英教育委員、山本隆弘教育委員 

傍聴人 書面開催のため無し 

配 布 資 料 

資料 1 前間小学校及び後谷小学校の統合方針について 

資料 2 パブリック・コメントの実施状況について 

資料 3 学校統合に向けた今後の動き（令和 3年度～令和 6年度） 

参考資料 パブリック・コメント資料 

「前間小学校及び後谷小学校の統合方針について」 

          

議 事 の 経 過 

発言者 意見・提言内容 ・ 決定事項 

有田教育長 今回の学校統合は、学校統合自体が目的ではなく、あくまでも児童によい教

育環境を提供することにあります。 

前間小学校及び後谷小学校の児童にとっては、これまでの環境と大きく変わ

ることになりますが、統合により、様々な友達と接することで、多様なものの

見方や考え方に触れる機会が増え、視野が広がり、社会性や協調性が、より育

まれまれるものと考えております。 

また、児童が切磋琢磨する中で、向上心が高まり、学力や体力が高まってい

くことも期待しております。 

学校統合は、児童、保護者、地域の方にとっても大きな影響がありますが、

これからの将来を担う未来ある子どもたちが、健やかに成長できるよう、クラ

ス替えができる適正な規模の中で学べる教育環境の実現に向けた取り組みを進

めていきたいと考えております。 

小川委員 学校統合は、児童によりよい教育環境を提供することが第一の目的ですが、

教職員にとっても、学年に複数クラスを設置することにより、大きな効果があ

ると考えております。 

各学年に複数の教員が配置されれば、教員同士で授業をどう進めていくか相

談しやすいだけでなく、お互い協力も得られやすくなります。今回のコロナ禍

という想定していない事態になった時でも、同じ学年にもう一人教員がいると

いうことで幅広い対応が可能となります。 

また、学校の校務については、学校の大小にかかわらず、一定の校務を処理
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する必要がありますが、教職員が少ないと、一人一人の負担も大きくなり、よ

り良い授業の準備等にかける時間の確保にも影響があります。 

今回の統合により、この状況を解消し、教職員一人一人の資質向上に繋げて

いければと考えております。 

椎貝委員 今回の統合で、クラス替えができるような規模になることで、児童が、新た

な気持ちで新年度を迎えられるようになることは、とても良いことだと思いま

す。 

クラスが替わることで、新たな人間関係が生まれ、その中で切磋琢磨してい

くことは、子どもの成長にとっても大変有意義であるものと考えております。 

統合にあたっては、統合後の学校生活に期待が持てるよう、統合前から、学

校単位や学年単位でも交流を行うということでしたが、ぜひ工夫しながら進め

ていただきたいと考えます。 

その結果、令和 6年 4月の始業式には、既に、児童同士がみんな知っていて、

不安がないという状況になっていてほしいと切に思います。 

また、児童と同様に、保護者にも一定の負担が掛かると思いますので、保護

者同士の交流もあわせて行い、統合がスムーズに行えるようにしてほしいと思

います。 

森野委員 学校統合は、児童やその保護者だけでなく、地域住民にとっても、大きな関

心があるかと思います。 

学校統合が決まれば、来年度、学校統合準備委員会を設置して、様々なこと

を決めていくこととなりますが、保護者や地域の方に対しては、その進捗状況

を、適宜、伝えるようにしていくことも大切かと思います。 

また、施設の改修についてですが、学区変更を行った立花小学校は大規模改

修を行っていただいたことで、魅力ある学校となり、大きな期待に胸を膨らま

せた児童たちが融和的な雰囲気の中で、順調に学校生活を送ることができてい

ます。 

今回、統合校となる前間小学校につきましても、立花小学校と同様、魅力あ

る施設となって、児童が思う存分学べる環境を提供できればと考えております。 

山本委員 学校統合にあたっては、通学路の交通安全という観点がとても重要だと感じ

ています。 

特に、後谷小学校の児童は、これまでと違う学校に通うことになりますので、

どこを通って、通学するのが良いのか、今後よく検討していくべきかと考えま

す。 

その中で、この地域を南北に通っている県道三郷松伏線については、車の交

通量も多い道路ですが、統合後は、現在の後谷小学校の多くの児童がこの県道

を横断することになります。 

令和 5年春に予定されている三郷流山橋の開通後は、更に交通量も多くなる

と思われますので、市の関係部署や警察と連携し、しっかり対策を講じ、児童

の安全確保に努めていくことが必要だと思います。 
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木津市長 「前間小学校及び後谷小学校の学校統合について」について、資料及び各委

員の説明・ご意見で了解いたしました。 

今後、三郷市の教育環境の更なる充実が図られることを期待しております。 

 


